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■被験者（モニター）集めが難しい
p 研究室の学⽣に偏ってしまうと、調査としても良くない

■謝礼を払うための⼿続きが煩雑

被験者実験にはさまざまな課題がある
定性的な調査‧測定が必要な研究は多いが‧‧‧

体験型システムの評価 ユーザビリティテスト 質問紙調査

全国の⼤学で共通の課題



3 学⽣と研究者を繋ぎ、被験者研究を円滑に
〜「モニター集め」「少額謝礼の⽀払い」等の問題を⼀挙に解決する⽇本初の取り組み〜

研究者

学⽣たち

■ モニター集め 簡単、かつ、幅広く
■ 少額謝礼 可能に（研究費節約）
■ ⽀払い⼿続き 簡便に（事務負担低減）

■ 学内リサーチに学⽣モニタとして参加
■ 都度の⼝座登録不要に
■ さまざまな研究に触れることが可能に

学内リサーチコラボレータシステム

すでに1700名以上が登録済みです！



4 登録者数と回答数（オンライン）
2024年度の実績

学⽣登録
1800名弱



5 実施案件
2024年度の実績



6 ３つの典型的な調査
学内リサーチコラボレータシステムで対応する

アンケート調査

オンライン実験

対⾯実験

アンケートフォームを配信し、回答してもらうだけの調査

オンラインから参加可能な実験への参加
l 例：新しいe-learningシステムのユーザ評価など

キャンパス内の部屋に来てもらって⾏う調査
l 例：新しいVRシステムのユーザ評価など
l キャンパス外は禁⽌（⾮対応）



7 調査の違い
学内リサーチコラボレータシステム

（全てに共通）研究調査協⼒モニター登録

アンケート調査

（① + ②）謝礼⽀払い

アンケート調査
（被験者スクリーニング⽤）

オンライン実験 対⾯実験

①回答謝礼
（固定）

②参加謝礼
（⾃由）
研究者により実施



8 対象および⼈数を表す⾔葉について
各段階の説明で⽤いられる⽤語

（全てに共通）研究調査協⼒モニター登録

アンケート調査

（① + ②）謝礼⽀払い

アンケート調査
（被験者スクリーニング⽤）

オンライン実験 対⾯実験

登録者

回答者

許諾者

依頼者

実験に参加できない⼈の回答も含む

実験参加意思のある⼈

実験参加を依頼した⼈

被験者

配信対象となる⼈

実験に参加した⼈
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■アンケート調査だけを⾏う場合
■回収数（実績）と設問数により確定

p 回答謝礼：インテージの規定額となり変更不可能

費⽤の算出⽅法について
学内リサーチコラボレータシステム

アンケート調査
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■アンケート調査（被験者スクリーニング⽤）
p 回収数（実績）と設問数 により確定
p 回答謝礼：インテージの規定額となり変更不可能

■実験を伴う場合
p 上記費⽤に加えて、参加謝礼（及びTLOの管理販売費約11％）
p 参加謝礼：研究者が任意に設定可能

費⽤の算出⽅法について
学内リサーチコラボレータシステム

オンライン実験 対⾯実験



11 フィージビリティ‧スタディでの⼈数例‧費⽤感
2024年1⽉〜3⽉に実施

42⼈67⼈ 98⼈ 36⼈

605⼈374⼈ 600⼈ 604⼈607⼈
23% 23%24% 24%

登録者

回答者

許諾者

依頼者

被験者

142名91名 137名 146名105名

17%

72% 24%74% 20%34%

オンライン実験 対⾯実験

謝礼：1500円/1時間の場合

29⼈

20⼈47⼈ 28⼈ 19⼈ 18⼈

42⼈67⼈ 98⼈ 36⼈ 29⼈

149,270円192,060円 162,580円 145,310円 143,660円



12 利⽤⼿順
学内リサーチコラボレータシステム

九州⼤学研究者 産学連携機構九州 インテージ 学⽣

フォーム‧依頼書の準備 受付‧⾒積書

被験者登録学⽣周知
（キャンパスメイト掲載）

配信

配信内容確認‧準備

回答

回答送付データ確認

実験参加依頼 許諾者リストの作成

参加OKの場合はラボへ
実験実施

被験者リストの提出 謝礼⼿続き

アンケート調査オンライン‧対⾯実験

謝礼受取り

⽀払い 請求書

オンライン‧対⾯実験のときのみ発⽣

オンライン‧対⾯実験



13 フォームに不備がある場合や、被験者が多く実験⽇数が増える場合はもっと⻑くなります

最短スケジュール例

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

1週⽬

九州⼤学研究者

産学連携機構九州

インテージ

2週⽬

九州⼤学研究者

産学連携機構九州

インテージ

3週⽬

九州⼤学研究者

産学連携機構九州

インテージ

4週⽬

九州⼤学研究者

産学連携機構九州

インテージ

フォームの準備＋依頼書の提出

依頼書受理 配信画⾯確認‧修正依頼

(不備があった場合)フォーム修正

配信準備

フォーム確定

配信

ｷｬﾝﾊﾟｽﾒｲﾄ掲載

配信終了
(実証実験の場合)許諾者リスト作成‧送付

(実証実験の場合)許諾者リストから対象者へ依頼
実証実験実施(アンケート調査の場合)データ確認‧⽀払い⼿続き

(アンケート調査の場合)請求書⼿配

データ取得者リスト作成‧提出

請求書⼿配

謝礼⼿続き

余裕のあるスケジュ
ールでお願いします
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1. アンケートフォーム作成
p 九⼤アンケートシステム、MS Form、Google FormなどOK
特殊なフォームについては確認の時間をいただく可能性があります

p 設問数に応じて価格が変動します
インテージのカウントルールに準じて設問数を数えます

2. 依頼書の作成
p １で作成したURLを含める

3. キャンパスメイトで学⽣向けにアナウンス
p 被験者の⺟数を増やすために、必ずお願いします

4. （実験の場合）被験者との連絡と報告
p ⽇程調整などの連絡はご⾃⾝で⾏ってください
p ドタキャンの学⽣もいるため、最終的な被験者を提出してください

研究者が実施すること
注意点

https://ecs.kyushu-u.ac.jp/Q/


15 依頼書の内容
詳細は、窓⼝となる産学連携機構九州にお問い合わせください
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■今のところ良い反応
p 九⼤以外からも⽇々アンケートがきてポイ活になるため

学⽣からの反応
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■ 研究者への説明‧周知
■ 学⽣モニター新規募集
■ 研究DXの推進

■ 研究者からの調査の受注‧請求
■ インテージへの調査委託

■ モニター運⽤（謝礼⽀払い‧個⼈情報管理）
■ 調査実施
■ データ提供

３社、それぞれに役割があります
産学連携による実現

役割をご理解お願いします
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■ 研究者からの要望をフルに満たすものではありません
p いろいろとご要望は受付しますが、対応はしません
p 柔軟なサービスを希望される⽅はインテージにお取次ぎします！

■ 典型的な調査を安価‧迅速に⾏うものです
■ 市場価格の25%程度の調査費と、極めてお得です

p しかも⼀括請求（謝礼費含む）です
■ 調査対象者は登録済みの九⼤⽣のみとなります

p 50代、60代を調査したいといった案件は受付できません
p 多国籍‧留学⽣対象の案件も無理（学⽣が登録してないため）

■ 対象者を増やすための協⼒もお願いします
p 実験実施者も、学⽣の登録を促してください

条件が合致しない場合は利⽤できません
学内リサーチコラボレータシステムの⼤前提
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■本システムの概要について
p DX推進本部・デジタル社会創造研究部⾨・荒川まで
p 連絡先：arakawa@ait.kyushu-u.ac.jp

■費⽤感や⾒積もりについて
p 産学連携機構九州・リサーチ担当まで
p 連絡先：research@k-uip.co.jp

連絡先
学内リサーチコラボレータシステム

今⽇から、学⽣登録キャンペーンもスタートしました

mailto:arakawa@ait.kyushu-u.ac.jp
mailto:research@k-uip.co.jp

